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Ⅷ蝋離徹
まで御統
監
後
の御動静
奉
迎
の
諸
準備 徹輔雌包
事業の数
ん 鯛鮴雌の
卜等が新に出来、大正十年決算書に依れば、野球競技場競走路修築費一一千二百十八圓を支出しＶ十一年度は、記
念植樹費十八回五十銭を支出してゐることを以て察することが出來よう。而してトラックの改造は、大正十四年
四月十一日、細川侯の臨場を以て、トラック開きを催してゐるのである
今上陛下には、肥筑の山野に於て行はせられる陸軍特別大演習御統監の爲、昭和六年十一月八日朝宮城御發篭、
横濱港にて御召艦榛名に御便乘、第八駆逐隊朝霧，狭霧、天霧の各艦を從へさせられ、海路御悲なく十日の夕佐
世保港外黒島沖に御假泊、翌十一日朝御上陸あらせられ、同日午後三時十五分熊本騨に御着、騨頭に街路に螺集
堵列する幾十萬人の奉迎を受けつく直に大本管たる偕行杜に入らせ給うだ。
かくて御休養もあらせられか、十一一・十一一一の雨日に亙りて、龍駁白雪號を召して、雨中も御厭ひなく御統監を
了らせ給ひ、十五日午前には帯山練兵場に於ける大観兵並に士一一聯隊管内に於ける御賜饒場に親臨、午後には山
口・九州・沖繩各縣消防組御親閲の後、一日一大本管に還御、縣下一一十一一一箇所に聖駕を杠げて、親しく地方の民情
學事を轡はせ給はんと、先づ熊本縣艤に行幸の後、直に本校に御臨幸あらせられたのである。
是より先、地方行幸係より此の通牒に接するや、我が校は俄に生氣と歓喜とに服ｂ、武藤校長の宮内省出頭を
始として行幸奉迎事務分掌規程を定めて、總務部・陳列係・競技係・生徒係・接待係・警備係・設備係。衛生
係・楽隊係・記録係・篇眞係・経理係の諸係を設け、學校奉迎の準備に精勵して萬遺漏なきを期したのであ
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龍南會の行事及び事業に就いては、第五高等學校開校三十週年記念祗賀會報告に依れば、職員卒業生生徒の鴎
出金總額八千四百九十九回一一銭の中、六千九百五十八回四十四銭を記念事業費として龍南會に寄贈し、龍南會は
それに依って、端艇新造及艇庫修築費補足、野球固定ネット建造費、庭球コート新設費、弓術道場修築費、記
念雑誌發行費補足、角力土俵修築費、ハードル購入費、記念植樹費、演説剣道柔道野球庭球相撲弓術大會費、山
岳美術各展覧會費、蓮動會補足、記念歌作譜謝禮、野球競技場競走路各修築費、其他に充てたのであるが、なほ
大正九年度龍南會費決算書に依れば、一一一十年記念帆賀會より四千六百一一十七圓一一一十一一一銭を受入れ、総務部より、
三十年記念ハードル、運動會費補助、記念作歌譜禮共一千七百十八回五十五銭、演説部、雑誌部、剣道部、柔道
部、弓術部、庭球部、山岳部等夫々の支出があり、弓術部の道場修築、庭球部のコート新設、野球部の固定ネッ
彰ス
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車
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に
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校
門
を
入
ら
せ
給
へ
ば
、
生
徒
吹
奏
圏
の
吹
奏
す
る
「
君
が
代
」
鰯
院
と
し
て
響
き
渡
り
、
文
部
大
臣
代
理
中
川
文
部
次
官
、
武
藤
校
長
外
六
名
は
事
務
所
玄
關
右
側
に
て
、
そ
の
他
の
教
官
等
一
一
十
九
名
は
左
側
生
徒
課
入
口
近
く
に
て
、
生
徒
總
代
二
十
六
名
は
中
門
附
近
の
樂
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に
隣
接
し
て
、
靜
禰
に
待
ち
奉
っ
た
。
か
く
て
午
後
四
時
七
分
着
御
、
校
長
の
御
ろ
。
殊
に
、
今
上
陛
下
に
は
、
既
記
の
如
く
過
ぐ
る
大
正
九
年
一
一
一
月
三
十
一
日
、
未
だ
東
宮
に
在
せ
し
頃
、
玉
歩
を
我
が
籠
南
に
運
ば
せ
給
ひ
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錘
に
再
び
陛
下
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迎
へ
奉
る
こ
と
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、
何
物
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光
榮
か
之
に
及
ぶ
も
の
が
あ
ら
う
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一
部
次
官
、
學
校
長
外
六
名
に
軍
燭
拝
謁
を
賜
は
り
．
更
に
約
五
間
分
に
亙
っ
て
學
校
長
の
奏
上
す
る
本
校
の
概
況
を
間
召
さ
れ
、
次
で
列
立
拝
謁
場
に
充
て
ら
れ
た
ろ
生
徒
圖
書
閲
斑
室
に
入
ら
せ
給
ひ
、
教
官
等
二
十
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に
列
立
拝
謁
を
賜
は
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。
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れ
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り
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覧
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玉
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廿
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ら
れ
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の
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あ
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十
一
月
十
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午
後
、
縣
艤
御
臨
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を
終
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給
行
，
へ
る
天
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縣
下
諸
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へ
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幸
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》
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へ
進
め
き
せ
給
う
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天覧品陳列室より、學校長の御先導にて、校庭武夫原へ出御あらせられ諺玉座に上らせ給ひ、西側に塾列せる
教官及び生徒、南側東寄りに塾列せる職員家族の最敬禮を受けきせ絵へば、全員齊しく生徒吹奏楽圏の吹奏に和
して、「君が代Ｌを一同唱へ奉る。次で墨校長は、運動競技開始の旨を言上し、四百米突繼走競技・回盤投競技・
走高飛競技・ラ式蹴球戦各種目参加員の、極めて繁張せる活動を叡麗あらせられた。
運動競技了るや．學校長の發謹にて、
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當校山岳部員の山岳踏在報告
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に
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蓼
學校へ向はせ給うだのである。
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天皇陛下寓歳を三唱し奉った。かくて國家奏楽の中に玉座を退御あらせられ、再び便殿にて御少憩の後、午後四
時四十二分、玄關右側に於ける教官及び生徒総代の奉遙を受けきせ給ひつシ、龍顔いとも麗しく、熊本高等工業
聖旨ヲ遵奉シ生徒ヲシテ國民精祁ノ酒養品性ノ陶冶智能ノ開護身鵠ノ發育二留意セシ〆之ヲ貫クーー自發自治ノ
精榊ヲ以テセシム各教官ハ常二専心教授二従事スルト共二校務ノ零ス限り文部省及地方廃ノ依嘱ヲ受ケテ講
習會ヲ開キ或ハ地方ノ要請二應シテ講演指導ヲ行上以テ杜會教化ノ爲〆霊ス所アリ
の
叉中等學校教員養成ノ目的ヲ以テ大正十五年四月校内二第十三臨時教員養成所ヲ設ケーフレ数學若クハ國語漢
文ヲ教授セル力共ノ職員ハ第五高等學校職員ヲ以テ之一一充テ教授及事務ヲ捲常セシム現在ノ生徒ハ數學科一一
十八人一一シテ明年三月卒業ノ豫定ナリ
間ホ詳細ノ事項ハ第五高等學校及第十三臨時教員養成所要覧一一其セリ巨虎太辱ク
御前二腿尺シ感激ノ至り｜一任フルナシ護ミテ教學振興ノ
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勅語ノ
・天皇陛下
陸軍特別大演習御統監ノ爲〆大議ヲ熊本縣下一一進メサセ給上本日本校一一
行幸ノ光榮ヲ賜ハル本枝ハ愛二大正九年三月
台臨ヲ腸ハリ今回再上
①
行幸ノ光榮一一浴ス臣等恐擢感激ノ至リニ堪ヘス恭シク拝謝シ泰ル臣虎太乏キヲ本校校長二承ヶ日夜就航トシテ
惟其ノ任ヲ職ウセンコトヲ恐ル護ミテ學校現状ノ要領ヲ奉上シ泰ル
本校ハ明治一一十年四月ノ創立一一係り爾来四十四年有餘ヲ閲シ其ノ間屡次法令規則ノ改正瞥學部工學部ノ設置
校名ノ改稲學級ノ増加畢科課程ノ憂更等アリ大正八年四月以来改正法令二擦り文科理科ト分チ規定ノ學科ヲ
行幸ノ光榮ヲ腸ハ
皇
太
子殿下ノ御胴
而して武藤校長の奏上書は次の通りである。
本校教育ノ方針ハ明治一一十三年十月一一一日御下賜ノ教育二關スル
授クルコトトナリ現在校長以下職員一同協力シテ校蓮ノ進展ト内容ノ充實トヲ期セリ現在職員ハ校長教授生
徒主事助教授講師等ヲ併セテ五十四人事務員ハ書記以下雇囑託ヲ通シテ一一十一一一名外一一外國人教師一一名アリ生
徒ノ定員ハーーー學年ヲ通シテ文科理科各十一一學級計一一十四學級九百六十人一一シテ現在在學者九百○一一人ナリ其
ノ内校内習學寮一一收容セル者一一百十一一一人其ノ他ハ通畢生トス又創立以來卒業者ハ七千九百一一十六人一一上り共
ノ多クハ帝國大學ヲ卒へ或ハ進ンテ學術ノ研鑓二努〆或ハ肚會各方面ノ事業二從上各自カヲ國家ノ輿隆一一識
セ
リ 国ヱクニモ
奏
上
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出
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井
東
國
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田
中
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仁
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郷
土
史
料
説
明
者
教
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人
漢
文
説
明
者
講
師
岡
井
愼
吾
（
國
文
説
明
春
は
．
初
め
八
波
教
授
に
充
て
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
鮮
退
の
爲
、
田
中
敦
授
之
に
代
っ
た
も
の
で
あ
る
。
）
國
歌
吹
奏
團
種
目
及
人
名
℃
Ｄ
Ｐ
係
長
教
授
一
音
楽
部
長
野
村
武
術
、
係
教
授
高
津
巌
勺
Ｕ
指
揮
生
徒
中
村
公
一
図，
第
二
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第
五
高
等
學
校
後
期
聖
旨
ヲ
奉
鶴
シ
盆
毘
報
効
ノ
誠
ヲ
幅
サ
ン
コ
ト
ヲ
期
乃
、
右
畏
ミ
テ
奏
上
シ
奉
ル
昭
和
六
年
十
一
月
十
員、■■判
員
小
島
山
、
小
山
清
、
高
橋
一
一
郭
第
一
一
章
第
五
高
等
學
校
後
期
り
む
、
ｐ
ピ
ッ
コ
ロ
川
崎
鯨
。
フ
リ
ュ
ー
ト
Ⅱ
Ｉ
０
－
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｐ
●
卜
■
・
■
ｌ
Ｐ
ｌ
１
巳
ｌ
ｒ
ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
■
Ｂ
５
０
０
０
Ｌ
Ｒ
■
０
ｄ
Ｂ
一
■
８
１
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ⅱ
５
Ｉ
ｐ
ｐ
Ｉ
ｆ
ｌ
５
Ｉ
０
ｄ
０
Ｃ
Ｉ
Ｉ
．
…
８
０
団
泪
り
り
Ｕ
Ｔ
、
Ｄ
桑
原
謙
之
、
堤
可
夫
、
遠
矢
幸
衞
。
第
一
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
清
水
穗
久
、
佐
野
、
Ｄ
、
■
、
ｂ
Ｔ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｔ
Ｔ
刀
Ｔ
ｂ
英
夫
。
第
一
一
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
泉
亭
次
。
第
一
コ
ル
ネ
ッ
，
応
ｌ
藤
掛
向
、
Ｄ
Ｔ
刀
■
、
Ｔ
刀
、
▽
ｐ
Ｔ
り
つ
哲
夫
。
第
二
コ
ル
ネ
ッ
ト
服
部
久
禧
。
ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
、
戸
島
新
て
右
、
Ｕ
Ｄ
Ｔ
刀
乃
■
ト
＋
一
．
ア
ル
ト
坂
本
一
一
男
。
第
一
。
ハ
リ
ト
ン
伊
東
俊
次
、
植
原
明
お
り
℃
、
■
Ｄ
ｐ
ｂ
Ｔ
１
Ｊ
ｐ
ひ
、
、
泪
夫
。
第
一
一
バ
リ
ト
ン
士
ロ
川
丞
一
。
第
一
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
戸
田
茂
池
，
、
、
、
■
⑪
，
、
、
Ｐ
天
麺
第
二
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
海
城
濟
。
バ
ス
岡
田
裕
、
前
田
和
之
。
大
覧
授
℃
、
、
Ｐ
、
室
洩
太
鼓
金
堀
伸
夫
。
小
太
鼓
千
坂
不
二
夫
ト
ｒ
の
麹
臨
綬
御
前
運
動
競
技
種
目
及
人
名
鵬
辮
係
長
講
師
陸
軍
歩
兵
中
佐
永
田
多
門
係
教
授
陸
上
競
技
部
近
授
奉
岡
長
松
尾
精
一
、
教
授
ラ
グ
ビ
ー
部
長
菅
野
寅
夫
、
助
教
授
仕
井
者
礪
橋
本
順
治
、
講
師
陸
軍
歩
兵
特
務
曹
長
峯
繁
一
高
癖
一
、
陸
上
競
技
授
、
，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ｂ
、
、
Ｕ
口
旺
役
員
出
發
合
圖
員
古
野
良
雄
。
決
勝
審
判
員
菊
地
昌
一
一
、
池
上
護
、
市
〒
℃
い
、
政
仲
町
容
。
計
時
員
上
原
鎭
雄
、
佐
々
木
菊
丸
．
下
村
彌
太
郎
。
授
、
□
わ
Ｐ
ｂ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
、
走
高
跳
審
判
員
大
宮
敏
郎
、
幅
崎
清
、
渡
邊
英
一
。
圓
盤
投
審
・
・
β
Ｐ
Ｐ
：
グ
■
二
七
’
一
一
一
一
一
ハ
１
１
■Ｆ
１
壺
已
｜
■
｜
■
Ｄ
Ｍ
■
叩
０
■
ロ
■
ロ
β
７
け
Ｐ
Ｆ
■
凸
Ⅲ
印
‐
０
イ
ー
●
６
４
１
■
６
Ｖ
二
口
Ｉ
；
〈
碓
砂
“
腿
Ⅱ
皿
Ⅳ
山
川
川
Ⅲ
小
川
“
川
Ⅱ
川
Ⅱ
Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ⅲ
御
親
閲
概
況 御
親
閲
麹
行
演
習
御
親
閲
今
上
陛
下
に
は
、
十
一
月
十
八
日
午
後
一
時
十
八
分
よ
り
、
帯
山
練
兵
場
に
於
て
、
鹿
兒
島
を
除
く
九
州
・
沖
繩
。
山
口
各
縣
下
の
男
女
中
等
程
度
以
上
の
畢
生
生
徒
、
青
年
訓
練
所
生
、
男
女
青
年
図
員
（
賞
業
補
習
學
校
を
含
む
）
及
び
在
郷
軍
人
に
對
し
て
、
御
親
閲
あ
ら
せ
れ
る
御
豫
定
に
付
、
十
月
二
十
日
午
前
十
一
時
よ
り
該
所
に
於
て
，
分
列
部
隊
た
る
第
一
集
團
熊
本
縣
下
中
等
學
校
生
徒
，
第
二
集
團
熊
本
際
下
青
年
訓
練
所
生
、
第
三
集
團
熊
本
縣
下
男
子
青
年
團
員
、
第
九
集
團
熊
本
縣
下
高
等
専
門
學
校
生
徒
、
第
十
集
團
熊
本
縣
下
在
郷
軍
人
員
及
び
奉
唱
部
隊
た
る
第
十
四
集
團
熊
本
縣
下
女
子
中
等
學
校
生
徒
．
女
子
青
年
圏
員
．
凡
て
二
葛
七
千
七
百
五
十
四
人
の
豫
行
演
習
が
行
は
れ
た
。
而
し
て
本
校
よ
り
は
、
武
藤
校
長
、
中
山
・
上
田
・
藤
田
の
諸
教
授
の
外
、
配
属
鴨
第
二
章
第
五
高
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學
校
後
期
三
二
八
℃
Ｕ
、
ｐ
■
Ｄ
Ｂ
ｐ
、
、
競
技
者
四
百
米
繼
走
井
上
直
明
、
船
津
行
、
服
部
弘
文
、
緒
方
正
希
、
大
木
博
、
秋
山
格
、
鷹
松
周
一
、
佐
藤
與
一
一
一
。
走
高
、
Ｄ
Ｐ
跳
加
納
一
雄
、
身
深
正
明
。
回
盤
投
横
田
義
夫
、
納
冨
克
己
一
、
ラ
式
蹴
球
戦
、
、
口
Ｄ
Ｔ
、
口
Ｕ
、
役
員
主
審
、
永
田
正
全
。
線
審
佐
冷
久
、
上
野
信
一
。
球
係
林
嚴
、
高
橋
春
雄
。
採
黙
係
西
村
次
彦
競
技
者
東
軍
（
白
）
１
吉
松
廣
延
、
２
森
良
一
一
一
、
３
森
崎
策
期
、
４
水
町
潔
、
５
徳
永
義
男
、
６
市
川
正
三
、
７
平
井
修
、
Ｓ
太
田
基
．
ｇ
赤
野
道
彦
、
ｍ
田
原
義
雄
、
ｕ
園
田
孝
、
⑫
松
本
安
雄
、
画
松
岡
晋
作
、
叫
岩
崎
正
男
．
出
古
田
正
和
、
ｂ
、
西
軍
（
縞
）
１
持
、
氷
秋
雄
、
２
吉
原
安
雄
、
３
渡
邊
文
吉
、
４
泉
八
郎
、
５
多
賀
將
、
６
加
納
安
久
、
７
米
澤
末
雄
、
８
村
谷
軍
太
郎
や
ｇ
西
脇
正
、
、
安
浪
榮
基
、
ｕ
西
山
謙
一
｜
即
、
哩
山
本
博
、
皿
上
村
正
直
、
ｕ
山
田
功
。
西
西
山
富
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夫
！
．
●
ｌ
Ⅱ
ｑ
ｉ
□
■
Ⅲ
い
い
狐
６
－
－
Ⅵ
Ⅱ
呵
叫
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
１
－
０
■
・
ロ
閲親御(徒生校本はるな前も股）
枝
陸
軍
歩
兵
中
佐
一
一
一
谷
與
八
郎
氏
は
第
一
大
隊
長
、
鵠
操
科
擴
任
の
森
豊
彦
。
峰
繁
。
内
藤
一
吉
の
一
一
一
氏
は
、
夫
々
第
一
。
第
一
一
・
第
一
一
一
中
隊
長
と
し
て
、
全
校
生
徒
九
百
二
十
一
名
を
率
ゐ
、
第
九
集
團
の
一
部
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
待
ち
に
待
っ
た
御
親
閲
の
日
は
来
た
。
各
隊
は
午
後
零
時
半
ま
で
に
整
列
を
了
へ
、
係
員
も
夫
々
部
署
に
就
い
た
。
式
場
正
面
に
設
備
せ
ら
れ
た
大
國
族
は
高
く
場
ｂ
、
煙
火
は
空
に
轟
い
た
。
「
氣
ヲ
付
ケ
」
の
馴
叺
は
、
託
臓
原
頭
に
響
き
渡
っ
た
。
歯
簿
の
先
駆
が
、
練
兵
場
西
端
附
近
に
達
し
た
合
岡
で
あ
る
。
全
員
は
直
に
不
動
の
姿
勢
を
取
っ
た
。
陪
列
、
陪
観
、
参
列
、
拝
観
着
、
受
閲
老
中
の
職
員
、
係
員
に
し
て
軍
服
制
服
等
を
着
用
せ
ざ
る
者
及
び
奉
唱
部
隊
は
、
｜
齊
に
脱
帽
し
た
。
幾
十
萬
と
な
き
拝
観
者
も
、
之
に
従
っ
て
脱
帽
し
た
。
や
が
て
軍
樂
隊
は
、
「
君
が
代
」
を
奏
し
始
め
た
。
歯
簿
正
に
式
場
の
入
口
鞘
前
方
に
達
し
た
知
ら
せ
で
あ
る
。
間
も
な
く
天
皇
陛
下
は
、
楓
爽
た
る
英
姿
を
御
親
閲
豪
上
に
現
し
賜
う
て
玉
座
に
着
御
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
｜
鑿
の
刎
叺
と
共
に
、
全
員
は
一
齊
に
最
敬
禮
を
行
ひ
、
軍
樂
隊
は
再
び
「
君
が
代
」
一
同
を
奏
楽
し
た
。
閲
と
し
て
四
鍵
に
鑿
な
く
、
嚴
崩
そ
の
も
の
の
状
態
で
あ
る
。
關
係
各
縣
知
事
と
共
に
、
長
み
て
御
前
に
鑿
列
せ
る
熊
本
縣
知
事
は
、
八
歩
前
進
し
、
各
一
一
一
一
一
九
Ｉ
'
/』－
１．１
１.
’’
１１－
第
十
三
臨
鵬臓碩》
學科の
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知事と同時に恭しく最敬禮を爲し、御親閲を仰ぎ奉る旨を奏上して、再び八歩退き、一同玉座の左後方に移り
侍立した。敬禮黙の標兵は配置された。かくて「前へＬの鋼叺奏は吹奏せられ、軍樂除は直に行進曲を奏して所
定の位置に就き、全員十一一集團五萬一千四百一一一十五人の諸隊は分列を開始し、幾十旗となき校族圏旗竿は、擶々
として動き出した。分列は大隊を軍位として行はれ、第一集團第一大隊より順次に發進し、集團長は第一標兵の
線に至りて軍凋に敬禮を行ひ、大隊長は第一標兵の線にて「頭右」の號令を下し、大隊の全員一齊に玉座に注目
するや、陛下には畏くも御畢手の御答禮を行はせられた。第二標兵の線に至れば、集團長は軍燭に「直し」を
行ひ、大隊長は大隊に「直しＬの號令をした。第一一第一一一と行進は縞けられ、陛下には一々御答禮を賜はった。
分列式を終れる大隊は、所定の位置に至りて「左向止レ」を行った。
かくして各隊ともに、歩武堂く一絲飢れず、天晴の出來榮えを以て分列は濟んだ。軍楽隊は曲目を改め、奉
唱除誘導の爲に前進し、定めの線にて稗回して奉唱際の前進を待った。一蔦四千五百七十一人より成る奉迎歌奉
唱部隊は、奉唱部隊指揮者の號令に依って前進を起し、軍楽隊と合して奉唱位置に着き、停止の後玉座に向っ
て最敬禮をなした。陛下の御答禮了ろや、軍楽隊の奉迎歌の奏楽に續いて軍楽隊の奏楽に和しつシ、御親閲
ふ
く
る
詮
奉迎歌「一，あシこシにすめらみことの鳳輩を迎へまつれり鳳輩を迎へまつれりみ光に阿蘇の高嶺も有
をろが
さ
ら
明の海もかがょふ一一、あ診今しすめらみことの御姿を拝みまつる御姿を拝みやつるみ惠のいかなる幸か
かしこさに涙こぼるろ三、を輯われら生けるかひありおほけなき今日のほまれをおほけなき今日のほまれ
を萬世に語りつぎつシことほかむひとつ心に」を奉唱した。奉唱する萬餘の若き女子も、之に耳歌つる老若
男女幾十萬の民草も、唯々感激Ｑ一宇に霊された。
奉唱は了った。各縣知事は時を移さず玉座に面して指揮鑿の右方に位置したＰ軍楽隊の奏する「君が代」の
第一節に続いて御親閲拝受團鵠全員は、「君が代」一同を奉唱した。熊本縣知事は、軍楽隊長と替って薑上に
上り、玉座に正面して厳かに高らかに「天皇陛下萬歳」と唱へた。全員は「萬歳」と和し、而して一一一度重
ねられた。萬歳の聾は山野に響き渡った。後は復ぴ靜粛そのものである。
熊本縣知事は蔓上より下りて、玉座の前方一一十歩に至り、各縣知事と一列に列ぴたる後、更に鞠躬如として
八歩を前進し、謹みて本日の行事絡了の旨を奏上して、再び一元の位置に着いた。各縣知事の最敬禮と共に吹奏せ
られる劇叺を合圖に、全員は同時に最敬禮を行った。陛下は玉座より御答禮を給ひく除に還御の途に就かせ
られた。軍樂隊は再び「君が代」を奏し出した。全員は「氣ヲ付ヶ」の姿勢を取りて奉還した。時に午後一一時十
られだ。軍塗
分であった。
鳴呼、み壼
濟んだ。おに
ことである。
大正十五年四月一日、文部省は告示第一一百一一一號を以て、第十一一一第十四及び第十五の一一一臨時識員養成所を増設し、
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み惠のいかなる幸か、かしこさに涙こぼろ御臨幸も、御親閲も、かくして感激と歓喜との裡に滞りなく
おほけなき今日のほまれを、萬世に語りつぎつシ、ひとつ心にことほがんも、實に生けるかひありての
第
五
節
第
十
三
臨
時
教
員
養
成
所
’
